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市政の話題

　

私
は
、去
る
４
月
27
日
を
も
ち
ま
し

て
、田
原
市
長
を
退
任
い
た
し
ま
し

た
。

　

在
任
し
た
２
期
８
年
に
わ
た
り
、皆

様
方
の
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
８
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
に
よ
る

財
政
状
況
の
悪
化
や
伊
勢
湾
フ
ェ
リ

ー
の
鳥
羽
・
伊
良
湖
航
路
存
続
問
題
、

東
日
本
大
震
災
や
巨
大
台
風
襲
来
に

よ
る
防
災
体
制
の
見
直
し
な
ど
、厳
し

い
行
政
運
営
を
強
い
ら
れ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
や
福
祉
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
、三
河
田
原
駅
を
中
心
と
し
た

市
街
地
の
再
開
発
な
ど
、市
民
の
皆
様

の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、未

来
に
向
け
て
の
基
盤
整
備
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、新
市
長
の
も
と
、地
域
の

総
力
を
挙
げ
て
、「
み
ん
な
が
幸
福
を

実
現
で
き
る
ま
ち
」「
う
る
お
い
と
活

力
の
あ
る
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
」を
目
指

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
に
支
え
ら
れ
て
の
８
年
間
で

あ
り
ま
し
た
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

1
選
挙
結
果
❖
田
原
市
長
選
挙

愛
知
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

❖
愛
知
県
議
会
議
員
に

　

山
本
　
浩
史
氏

❖
田
原
市
長
に

　

山
下
　
政
良
氏

　

４
月
12
日（
日
）執
行
の
愛
知
県
議
会
議

員
一
般
選
挙（
田
原
市
選
挙
区
）に
お
い

て
、山
本
浩
史
氏
の
当
選
が
決
ま
り
ま
し

た
。任
期
は
平
成
27
年
４
月
30
日
か
ら
平

成
31
年
４
月
29
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

▪愛知県議会議員一般選挙結果

当選 候補者氏名 得票数

○ 山本ひろし 16,231

まきの京史 10,697

無効投票 364

投票総数 ※27,292

［投票者数］	 	２７，２９４人

［投票率］	 　	５３．０７％

（得票順・敬称略）

退
任
の

ご
あ
い
さ
つ

　

鈴 

木 

克 

幸

※持ち帰り：１、不受理：１

　

４
月
26
日（
日
）執
行
の
田
原
市
長
選
挙

に
お
い
て
、山
下
政
良
氏
の
当
選
が
決
ま

り
ま
し
た
。任
期
は
平
成
27
年
４
月
28
日

か
ら
平
成
31
年
４
月
27
日
ま
で
の
４
年
間

で
す
。

▪田原市長選挙結果

当選 候補者氏名 得票数

○ 山下まさよし 13,943

きたのやかずき 12,557

岡本しげあき 4,839

無効投票 509

投票総数 31,848

［投票者数］	 	３１，８４８人

［投票率］	 　	６２．３７％
（得票順・敬称略）
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稲
場
保
育
園（
加
治
町
）の
入
園

式
が
４
月
３
日（
金
）に
行

わ
れ
ま
し
た
。58
名
の
新
入
園
児
が
入
園

し
、計
１
６
０
名
の
子
ど
も
た
ち
が
新
し

い
園
舎
で
元
気
に
駆
け
回
り
ま
す
。

　

稲
場
保
育
園
は
、保
育
所
運
営
実
施
計

画
に
基
づ
き
、南
部
・
加
治
保
育
園
を
統
合

し
て
新
設
さ
れ
ま
し
た
。園
舎
は
木
造
平

屋
建
で
、保
育
室
や
遊
戯
室
、乳
児
室
に
は

愛
知
県
産
の
木
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
さ

れ
、温
か
み
の
あ
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

同
園
で
は
、

生
後
10
カ
月
か

ら
の
乳
児
保

育
、午
後
７
時

ま
で
の
延
長
保

育
を
行
い
ま

す
。ま
た
、子
育

て
支
援
セ
ン
タ

ー
を
併
設
し
、

乳
幼
児
の
育
児
相
談
や
子
育
て
の
情
報
提

供
な
ど
も
行
い
ま
す
。

▼
子
育
て
支
援
課
☎
23
局
３
５
１
３

N
ew

 fiscal year

稲
場
保
育
園
・
伊
良
湖
岬
小
学
校
で

入
園
式
・
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

2
●稲場保育園の外観

～住みよいまちづくりを目指して～
地域活性化アドバイザーを派遣します

先進事例調査・研究事業の提案を
募集します

　自主的なまちづくり活動や地域産業の振興・活性
化に取り組むグループなどに対し、その活動の支援
を目的として「地域活性化アドバイザー」を派遣し
ます。みなさんぜひご活用ください。
※詳しくは市ホームページをご覧いただくかお問
い合わせください。

▷対象事業　　
・田原市総合計画の重点プロジェクトの推進に資する活動
・人口増加策に資する活動
・田原市のシティセールスに係る活動　ほか

▷派遣の回数　　
上限 2 回まで（同一団体が行う同一目的の事業）

▷申請手続き　
地域活性化アドバイザー派遣申請書（市ホームページ
からダウンロード可）を政策推進課へ提出

▷費用の負担　　
派遣に要する費用は市が負担（※予算の範囲内）

▶政策推進課☎ 23 局 3507  23 局 0669
　　　　　　　 http://www.city.tahara.aichi.jp/

　市民と行政が共同で本市の課題解決に取り組む
﹃田原市先進事例調査・研究事業﹄ の提案募集を行
います。
※詳しくは市ホームページをご覧いただくかお問
い合わせください。

▷対象事業　　
定住・交流人口増加策や田原市総合計画の重点プロジェ
クトの推進につながる取り組みの立案など

▷対象経費　　
対象事業に係る旅費（市民 2 ～ 5 名のグループ／原則１
泊２日以内／上限 1 人当たり 4 万円　※予算の範囲内）

▷申請手続き　
田原市先進事例調査・研究事業申請書（市ホームペー
ジからダウンロード可）を政策推進課へ提出

▷募集期間　　
5 月 29 日（金）まで
※ 6 月上旬に審査・選考予定

▶政策推進課☎ 23 局 3507  23 局 0669
　　　　　　　 http://www.city.tahara.aichi.jp/

伊
良
湖
岬
小
学
校（
和

地
町
）の
入

学
式
が
４
月
６
日（
月
）に
行
わ
れ
、21
名

の
新
入
生
を
含
む
全
校
児
童
１
７
８
名

が
出
席
し
ま
し

た
。

　

こ
の
日
、開

校
式
と
始
業
式

も
行
わ
れ
、６

年
生
か
ら
新
入

生
に
、「
先
生
の

話
を
よ
く
キ
ク

よ
う
に
」と
の

思
い
を
込
め
て

花
束
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。こ

れ
は
、Ｊ
Ａ
愛

知
み
な
み
輪
菊

部
会
と
地
元
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
提
供
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
愛
情
を
い
っ
ぱ
い
受

け
、児
童
た
ち
の
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し

た
。

▼
教
育
企
画
室
☎
27
局
８
６
０
４

●入学式の様子

市政の話題
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市政の話題

▪
災
害
時
に
お
け
る
応
急
生
活
物
資
の
調

　

達
に
関
す
る
協
定

　

田
原
市
商
工
会
・
渥
美
商
工
会
と
締
結

　

3
月
23
日（
月
）、田
原
市
と
田
原
市
商

工
会
・
渥
美
商
工
会
と
の
間
で
、災
害
時
に

お
け
る
応
急
生
活
物
資
の
調
達
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、災
害
が
発
生
し
た
場
合

に
田
原
市
が
保
有
す
る
備
蓄
物
質
に
加

え
、食
料
品
や
日
用
品
な
ど
の
生
活
物
資

の
供
給
を
受
け
る
も
の
で
、災
害
時
に
お

け
る
市
民
生
活
の
安
定
確
保
を
目
的
と
し

て
締
結
し
ま
し
た
。

▪
災
害
時
に
お
け
る
支
援
協
力
に
関
す
る

　

協
定

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
と
締
結

　

3
月
24
日（
火
）、田
原
市
と
ト
ヨ
タ
自

動
車
株
式
会
社
と
の
間
で
、災
害
時
に
お

け
る
支
援
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、大
規
模
災
害
時
の
救
援

お
よ
び
応
急
復
旧
活
動
に
関
す
る
も
の

で
、大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
一
時
避
難

場
所
の
提
供
や
ト
ヨ
タ
専
用
バ
ー
ス
の
提

供
な
ど
の
8
つ
の
項
目
に
つ
い
て
、行
政

と
の
相
互
協
力
の
も
と
、ト
ヨ
タ
自
動
車

の
支
援
を
受
け
る
も
の
で
す
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

3
D

esaster agreem
en

t

商
工
会
・
ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
）

災
害
時
に
お
け
る
支
援
協
定

　　 市政ほーもん講座
  市の業務や制度、歴史・文化などに関する情報を出前講座「市
政ほーもん講座」でご紹介しています。市内の団体（地域組織・
市民団体・事業所など）を対象に、市役所の職員が皆さんのと
ころにお伺いし、お話します。研修会や勉強会などにぜひご利
用ください。

《申込方法》
◦対象＝おおむね10人以上の市内の団体（地域組織・事業所も可）
◦開催場所＝申込団体で用意
◦開催日時＝希望日（土・日曜、祝日も可／ただし午前９時～午
後10時）
◦講座内容＝申込書に掲載
◦申し込み＝開催希望日の20日前までに、申込書に必要事項
を記入のうえ、直接またはＦＡＸ・Ｅメールにて広報秘書課
へ提出

※申込書は広報秘書課、渥美支所、赤羽根市民センターで配布のほか、
各校区の市民館にも設置しています。また、市ホームページからもダ
ウンロードできます。
▶広報秘書課
〒４４１－３４９２（住所不要）☎22局０１３８  23局１６９１

 koho@city.tahara.aichi.jp http：//www.city.tahara.aichi.jp/

出前
講座田原市議会第２回定例会

                            を開催します
　本会議は、傍聴できます。本会議の一般質
問は、ティーズおよびインターネット中継で見る
ことができます。
◦議会開催予定表◦

▼田原市議会事務局
　☎２３局３５33 ２２局5952

月日 時間 会議名 場所

6 月 1 日 10：00 本会議（議案説明、一
部採決） 議場

6 月 4 日 10：00 本会議（一般質問） 議場

6 月 5 日 10：00 本会議（一般質問、質
疑、委員会付託） 議場

6 月 8 日

10：00 文教厚生委員会 第 2
委員会室

13：30 経済建設委員会 第 2
委員会室

15：30 総務委員会 第 2
委員会室

6 月 11 日 10：00 予算決算委員会 第 2
委員会室

6 月 16 日 10：00
本会議（委員長報告、
委員長報告に対する質
疑、討論、採決）

議場

▲協定を締結したトヨタ自動車（株）財津総
務部長（左）と鈴木克幸・前田原市長（右）

▲協定を締結した田原市商工会河合会長（左）、鈴木
克幸・前田原市長（中）、渥美商工会石本会長（右）

平成27年5月1日 │　	│4



貸
借
対
照
表（
Ｈ
26・３・31
現
在
）

　

左
側（
資
産
の
部
）に
は
市
が
所
有
す
る

資
産
の
種
類
と
金
額
を
、右
側（
負
債
の

部
・
純
資
産
の
部
）は
そ
の
資
産
を
取
得
し

た
時
の
財
源
の
出
所
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
資
産
総
額
は
既
存
資
産

の
減
価
償
却
な
ど
に
よ
り
約
37
億
円
減

の
、約
３
０
０
９
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

（
Ｈ
25・４・１
～
Ｈ
26・３・31
）

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
か
か
っ
た
消

費
的
な
支
出
の
内
訳
を
示
し
て
い
ま
す
。

4
F

in
an

cial R
eport

市
の
財
政
状
況
を
分
か
り
や
す
く

平
成
25
年
度
の
財
務
書
類
を
公
表

市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、一
年
間
の
現
金
収
支
に
加
え
て
年
度
末

の
資
産
の
状
況
を
企
業
の
決
算
に
準
じ
て
公
表
し
て
い
ま
す
。市

の
全
会
計
に
市
が
出
資
し
て
い
る
団
体（
土
地
開
発
公
社
・
第
３
セ
ク
タ
ー

な
ど
）を
加
え
た
連
結
会
計
の
財
務
書
類
４
表
に
て
説
明
し
ま
す
。　

▼
財
政
課
☎
27
局
８
６
０
１

資
金
収
支
計
算
書

（
Ｈ
25・４・１
～
Ｈ
26・３・31
）

　

現
金
の
流
れ
を
示
し
、ど
の
よ
う
な
活
動

に
資
金
を
使
用
し
た
か
を
表
し
て
い
ま
す
。

純
資
産
変
動
計
算
書

（
Ｈ
25・４・１
～
Ｈ
26・３・31
）

　

貸
借
対
照
表
の「
純
資
産
の
部
」の
一
年

間
の
変
動
を
示
し
て
い
ま
す
。

▪資産の部
3,009億円

（前年度比△37億円）

▪負債の部
市債など将来世帯
の負担額

487億円
（前年度比＋1億円）

▪純資産の部
市税など今までの
世帯の負担額

2,522億円
（前年度比△38億円）

流動資産
現金・預金など

73億円
（前年度比△16億円）

基金・出資金など
149億円

（前年度比＋2億円）

公共資産
道路や施設など

2,787億円
（前年度比△23億円）

Ⓐ経常行政コスト　　　　 419 億円
　
　
　

  

内　

訳

人にかかるコスト
人件費など 66 億円

物にかかるコスト
消耗品・減価償却費など 115 億円

移転支出的なコスト
社会保障費・補助金など 230 億円

その他のコスト
支払い利息など 8 億円

Ⓑ経常収益（使用料・分担金など）44 億円

Ⓒ純経常行政コスト（Ⓐ－Ⓑ）　375 億円

Ⓓ平成24年度末 純資産残高 2,560 億円

Ⓔ１年間の変動　　　　　 △ 38 億円
　
　

    
内　

訳

Ⓒ純経常行政コスト △ 375 億円

税収・国庫支出金など 402 億円

インフラ資産の減価償却
費・資産評価差額など △ 65 億円

Ⓕ平成25年度末 純資産残高 2,522 億円
　（Ⓓ＋Ⓔ）

Ⓖ平成24年度末 資金残高  53 億円

Ⓗ１年間の変動　　　　      +2 億円
　
　

    

内　

訳

経常的収支
市税や物件費など 86 億円

資本的収支
建設費・基金繰入金など △ 69 億円

財務的収支
借入金・償還金など △ 15 億円

Ⓘ平成25年度末 資金残高 　55 億円
　（Ⓖ＋Ⓗ）

財
務
書
類
か
ら
分
か
る
こ
と

（
前
年
度
比
）

①
純
資
産
比
率
83・８
％ 

（
△
０・２
％
）

総
資
産
の
う
ち
負
債
を
除
い
た
純
資
産

の
割
合
で
す
。市
債
残
高
が
増
加
し
た

た
め
、前
年
度
よ
り
も
低
下
し
ま
し
た
。

②
流
動
比
率　

２
２
９
％（
△
２・０
％
）

以
後
１
年
間
の
支
払
い
予
定
額
に
対
し

て
準
備
が
ど
の
程
度
行
わ
れ
て
い
る
か
を

示
し
て
い
ま
す
。翌
年
度
の
市
債
償
還
額

が
増
加
し
た
た
め
、低
下
し
ま
し
た
。

③
１
人
当
た
り
市
債
残
高　

57・６
万
円

　
（
＋
０・８
万
円
）

市
債
残
高
の
増
加
お
よ
び
田
原
市
の
人

口
減
少
に
よ
り
増
加
し
ま
し
た
。

市政の話題
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田
原
市
で
は
、住
民
相
互
の
助
け
合
い
や
協
力
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
中
心
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
お
り
、各
地
域
で
自
主
的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
は
、「
地
区
自
治
会（
町
内
会
、区
な
ど
を
含
む
）」「
校
区（
小
学
校
単
位
の

地
区
自
治
会
の
連
合
組
織
）」と
、小
学
校
区
内
の
す
べ
て
の
地
区
自
治
会
と
各
種
団
体・行
政
委
員
な

ど
で
構
成
す
る「
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
」の
三
層
構
造
と
な
っ
て
お
り
、そ
れ
ら
の
連
絡・調
整・

連
携
協
力
を
行
う
た
め
に「
田
原
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
合
会
」が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、市
で
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
な
る
市
民
館
整
備
や
補
助
金
交
付
な
ど
の
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、市
民
生
活
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

◎
地
区
自
治
会
の
主
な
活
動

「
広
報
や
回
覧
の
配
布
」「
除
草
や
清
掃
な
ど
環
境
整
備
」「
自
主
防
災
活
動
」「
交
通
安
全
」

「
防
犯
活
動
」「
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
」「
住
民
相
互
の
親
睦
活
動
」「
意
見
集
約
や
要
望

の
と
り
ま
と
め
」な
ど

　

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
の
活
動
へ
ご
協
力
く
だ

さ
い
。※
名
簿
は
敬
称
略　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

▼
市
民
協
働
課
☎
23
局
３
５
０
４

◆
童
浦
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

鈴
木　

博

吉
胡
区
自
治
会 

 

齋
藤
信
男

木
綿
台
区
自
治
会 

 

廣
田
誠
一

吉
胡
台
区
自
治
会 

 

今
泉
伊
津
男

浦
区
自
治
会 

 

中
神
光
正

西
浦
区 

 
 

宮
迫
秀
光

波
瀬
区 

 
 

立
岩
弘
之

姫
見
台
自
治
会 

 

眞
木
孝
佳

片
浜
自
治
会 

 

山
田
行
弘

白
谷
区 

 
 

藤
城
和
敏

光
崎
区 

 
 

上
村
誠
二

片
西
自
治
会 

 

杉
原
禎
道

◆
田
原
中
部
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

河
合
潤
二

巴
江
町
内
会 

 

藤
代
善
之

一
番
東 

 
 

河
邉
曉
雄

一
番
西 

 
 

永
田
雄
次

三
番
組 

 
 

近
藤
治
夫

四
番
組
東 

 

宮
地　

洋

四
番
組
西 

 

近
藤
啓
二
郎

四
番
組
南 

 

古
谷
野
行
雄

蔵
王
東
ヶ
丘
自
治
会 

菅
原
英
男

蔵
王
南
ヶ
丘 

 

島
本
保
博

萱
町
町
内
会 

 

石
原
一
秀

萱
町
一
区 

 

石
原
一
秀

萱
町
二
区 

 

渥
美　

修

萱
町
三
区 

 

加
藤
幸
二

本
町
自
治
会 

 

廣
中
貴
彦

新
町
町
内
会 

 

杉
浦　

拡

　
◆
衣
笠
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

藤
城
正
孝

加
治
区
自
治
会 

 

前
田
廣
志

衣
笠
町
内
会 

 

伊
藤
雅
祥

八
軒
家
町
内
会 

 

近
藤
恭
衛

藤
七
原
町
内
会 

 

金
田
好
孝

鎌
田
町
内
会 

 

鈴
木
久
志

東
滝
頭
地
区 

 

加
藤
公
樹

赤
石
自
治
会 

 

河
合
利
男

地
域
活
動
に
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◦会長
鈴木　博

（童浦校区）

◦副会長
小川道夫

（中山校区）

◦副会長兼会計
伊藤茂紀

（若戸校区）

田原市
地域コミュニティ連合会

連合会長
校区会長
地区自治会長

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

地
域
の
助
け
合
い

＝

◆
六
連
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

西
山	

正
一

長
上
区 

 
 

伊
原
哲
也

久
美
原
区 

 

鈴
木
榮
司

浜
田
区 

 
 

木
藤
信
之

百
々
区 
 

 

鈴
木
和
德

新
浜
自
治
会 

 

矢
田
富
裕

◆
神
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

彦
坂
雄
三

川
岸
町
内
会 

 

石
渡
照
男

漆
田
一
区 

 

尾
藤
光
則

漆
田
二
区
自
治
会 

 

牧
野
京
史

漆
田
三
区
自
治
会 

 

栁
田
光
由

東
赤
石
自
治
会 

 

河
野
正
弘

サ
ン
コ
ー
ト
自
治
会 

杉
浦
雄
一

市
場
区 

 
 

今
田
信
隆

青
津
区 

 
 

仲
井　

健

希
望
が
丘
自
治
会 

 

佐
伯
雅
彦

赤
松
区 

 
 

河
合
信
好

志
田
区 

 
 

今
野
敏
之

新
美
区 

 
 

伊
藤
光
伸

南
町
区 

 
 

福
井
孝
和

谷
ノ
口
区 

 

日
比
野
眞
佐
男

東
ヶ
谷
区 

 

堀
部
敦
生

◆
大
草
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

彦
坂
善
弘

大
草
地
区 

 

松
本
和
秋

大
草
団
地
地
区 

 

冨
田
政
美

◆
田
原
東
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

村
上　

誠

相
川
自
治
会 

 

森
下
米
二

谷
熊
自
治
会 

 

鈴
木
嘉
道

や
ぐ
ま
台
自
治
会 

 

河
合
哲
夫

豊
島
自
治
会 

 

河
邉　

洋

御
殿
山
自
治
会 

 

河
村　

功

◆
田
原
南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

冨
田
育
男

大
久
保
区
自
治
会 

 

大
場
善
幸
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消防団長
今泉 隆一

消防副団長
榊原 源一

消防副団長
宮本 智弘

消防副団長
杉原 正仁

地域の安心・安全を守る

消防団の役員さんをご紹介します

◦団長
瓜生 陽一

◦副団長
鈴木 辰也

◦副団長
近藤 之彦

◦副団長
土井 文好

◦東部分団
分団長 中村　真
副分団長 大河孝光

◦神戸分団
分団長 河邉昭伸
副分団長 田中秀明

◦南部分団
分団長 中神　司
副分団長 鈴木勇登

◦野田分団
分団長 河合錬一
副分団長 渥美孝晃

◦中部分団
分団長 河合祐秀
副分団長 飯尾元康

◦童浦分団
分団長 鈴木雄也
副分団長 藤城佑基

◦赤羽根分団
分団長 杉原琢磨
副分団長 田村恭也
副分団長 河合一将

◦泉分団
分団長 石川靖夫
副分団長 中村彰利

◦福江分団

分団長 中川憲一
副分団長 杉浦通仁
副分団長 渡曾明史
副分団長 本田義晴

◦伊良湖岬分団
分団長 渡曾正成
副分団長 河合貴文
副分団長 山本敏之

【市民の皆さんへ】消防団は、火災の消火活動だけでなく、地震や風水害など自然災害の発生時にも、地域
で救助・救援活動にあたります。消防団の活動に、ご理解とご協力をお願いします。 ▼消防課☎ 23局4073

◆
野
田
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

河
合
凞
人

芦
自
治
会 

 

伊
藤
健
作

南 
 

 

鈴
木
優
和

彦
田 

 
 

亀
田
泰
久

雲
明 

 
 

藤
井
博
之

保
井 

 
 

渡
邉
峰
男

東
馬
草 

 
 

渥
美
重
義

山
ノ
神 

 
 

藤
江　

稔

西
馬
草 

 
 

鋤
柄
高
継

今
方 

 
 

小
谷
和
洋

北
海
道 

 
 

河
合
正
孝

市
場 

 
 

河
合
廣
光

仁
崎 

 
 

伊
藤
啓
治

ほ
る
と
台 

 

竹
下
茂
男

◆
高
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

柴
田
陽
助

高
松
区 

 
 

柴
田
陽
助

◆
赤
羽
根
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

鈴
木　

昇

赤
東
区 

 
 

中
神
朗
典

赤
中
区 

 
 

彦
坂
辰
夫

赤
西
区 

 
 

鈴
木
利
典

◆
若
戸
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

伊
藤
茂
紀

池
尻
区 

 
 

杉
原
善
治

若
見
区 

 
 

伊
藤
可
人

越
戸
区 

 
 

鈴
木
清
治

◆
和
地
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	
	

河
合
哲
志

和
地
一
色
自
治
会 
 

木
健
一
郎

和
地
自
治
会 

 

葉
山
昌
司

土
田
自
治
会 

 

青
山
裕
行

◆
堀
切
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

髙
瀬　

勲

堀
切
自
治
会 

 

春
日
孝
氏

小
塩
津
自
治
会 

 

手
塚
俊
彦

◆
伊
良
湖
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

小
久
保
忠
廣

伊
良
湖
自
治
会 

 

小
久
保
克
己

日
出
自
治
会 

 

齋
藤
政
弘

◆
亀
山
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

真
野
多
正

亀
山
自
治
会 

 

田
中
滋
雄

西
山
自
治
会 

 

加
藤
正
夫

◆
中
山
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

小
川
道
夫

中
山
自
治
会 

 

荒
木
壮
一
郎

小
中
山
自
治
会 

 

川
口
和
生

◆
福
江
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

宮
川
敏
彦

長
沢
自
治
会 

 

石
本
房
男

福
江
自
治
会 

 

山
本
五
夫

保
美
自
治
会 

 

角
谷
政
美

向
山
自
治
会 

 

清
田
昌
孝

◆
清
田
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

栁
原
悦
男

山
田
自
治
会 

 

吉
川
保
暢

高
木
自
治
会 

 
白
谷
哲
良

折
立
自
治
会 

 
杉
浦
孝
好

古
田
自
治
会 

 

鈴
木　

憲

◆
泉
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

山
内
六
男

宇
津
江
自
治
会 

 

鈴
木
和
朗

江
比
間
自
治
会 

 

伊
藤
正
幸

八
王
子
自
治
会 

 

渡
辺
好
崇

村
松
自
治
会 

 

花
井
俊
郎

馬
伏
自
治
会 

 

廣
中
一
郎

伊
川
津
自
治
会 

 

太
田
完
一

石
神
自
治
会 

 

埴
原
正
男

夕
陽
が
浜
自
治
会 

 

天
野
英
夫

（敬称略）

▪地域活動に、ご協力ください。
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防犯灯が切れてて
暗い場所があるん
だけど…

自
治
会
に
加
入
し
て

み
ん
な
で
一
緒
に

解
決
し
よ
う
！

　

皆
さ
ん
、日
々
の
生
活
の
中
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
そ
の
悩
み
、自
治
会
に

加
入
す
れ
ば
解
決
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！

　

田
原
市
で
は
、住
民
同
士
の
助
け
合
い
や
協
力
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
中
心
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
お
り
、そ
の
中
核
を
担
っ
て
い
る
の
が
自
治
会
で
す
。

　

自
治
会
は
身
の
回
り
の
課
題
を
解
決
し
た
り
、親
睦
行
事
な
ど
で
ふ
れ
あ
い
を
深
め
た
り
し

な
が
ら
、自
分
た
ち
の
地
域
を
住
み
よ
い
も
の
に
す
る
た
め
、日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

留守にしがちな我が家。
戸締りはしてるけど
やっぱり心配だわ…

地震が起きた時、一人で
逃げられるか不安じゃ…

そんな疑問や悩み

みんなの
モヤモヤ……

引っ越してきたばかりだから、近所
のことがよく分からないよ。
まつりにも参加したいなぁ…

田原市地域コミュニティ連合会
鈴木博会長

ごみステーションを
きれいに使うには
　　どうしたらいいの…
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自
治
会
加
入
で 

こ
ん
な
イ
イ
こ
と

　

こ
の
よ
う
に
自
治
会
の
活
動
は
日
々
の
生
活

の
中
で
欠
か
せ
な
い
重
要
な
も
の
ば
か
り
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
地
域
の
絆き
ず
な
が
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
で
す
。い
ざ
と
い
う
と
き
、日
ご
ろ
か
ら
の

交
流
や
助
け
合
い
活
動
が
大
き
な
力
を
発
揮
し

ま
す
。

　

皆
さ
ん
、ぜ
ひ
自
治
会
に
加
入
し
て
自
分
の
手

で
住
み
よ
い
ま
ち
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
市
民
協
働
課
☎
23
局
３
５
０
４

1顔見知りが増えて、イイ

市民館まつりや夏祭り、スポーツ交流大会など、親睦行
事が盛りだくさん。ご近所さん同士が顔見知りだと、住
んでて安心。引っ越したばかりの人も、地域のことをい

ろいろと教えてもらえる
機会が増えますよ。

盆踊りや夜店で盛り上がる
「赤羽根夏祭り」

2災害時も助け合うから、イイ

自治会には、自主防災会があります。ご高齢で災害時
に不安がある方も、地域のみんなで助け合うから安心
感があります。とはいっても、非常食などは自分で用意

する必要があります。地
域ごとに行う防災訓練に
も、ぜひ参加しましょう。

小中山自主防災会による
防災訓練

3住みやすいまちになって、イイ

子どもの登下校の見守りや防犯パトロール、防犯灯の
管理など、安全のための活動を行ったり、ごみステー
ションの管理や清掃活動などで街をきれいにしたりし

ています。安全できれい
な街だと、みんな暮らし
やすいですよね。

下校する児童の見守りを
行う「衣笠子ども見守隊」

あ
―
―
―
！

見
て
！

小
太
郎
！

渡
辺
さ
ん
家
の
前
に

変
な
人
が
い
る
ー
ッ

不
審
者
だ
～
！

あ
ッ

　
　

逃
げ
た
！

え
？

何
々
ッ

ど
う
し
た
の
～
？

き
ち
ん
と
自
治
会
に
入
っ
て

日
ご
ろ
か
ら
ご
近
所
同
士
で

声
を
掛
け
合
い
ま
し
ょ
う
。

お
互
い
見
守
り
合
う
こ
と
で

防
犯
に
つ
な
が
り
ま
す
。

１

２

３

４
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

3

4

月

月

［
功
労
賞
」　

▼
文
化
の
振
興
に
貢
献
／
高
木
政ま
さ
こ子
、別

所
千ち

よ

こ
代
子　

▼
文
化
・
社
会
教
育
の
振
興
に
貢
献
／
大

谷
充み
ち
こ子
、鈴
木
幸さ
ち
こ子
、鈴
木
美み

さ

こ
佐
子
、菊
池
辰た
つ
お夫
、中
村

都と

き

こ
祁
子　

▼
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献
／
鈴
木
敏と
し
あ
き明
、安

井
健け
ん
じ治  

［
殊
勲
賞
」　
▼
全
国
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル
決
勝

大
会「
剣
舞
一
般
三
部
」優
勝
／
稲
垣
和か
ず
こ子　

▼
第
８
回

ウ
ィ
ズ
ガ
ス
全
国
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
準
グ
ラ
ン

プ
リ
／
渡
會
洋よ
う
こ子・裕ゆ
う
な菜
▼
全
国
小
学
生
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
リ
レ
ー
研
修
大
会
６
位
／
田
原
陸
上
ク
ラ
ブ【
大
河

耕こ
う
す
け輔
、白
井
勇ゆ
う
す
け佑
、馬
場
哲て
っ
ぺ
い平
、吉
居
駿し

ゅ
ん
す
け恭
、成
清
春は
る
な菜
、

畚ふ
ご
た
に谷
美み

い衣
、萩
原
さ
や
、萩
原
さ
ら
】　

▼
全
国
都
道
府

県
対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会「
県
選
抜
チ
ー
ム
」４
位
／

川
口
桃も
も
か佳　

▼
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大

会「
県
代
表
チ
ー
ム
」３
位
／
根
木
凌り
ょ
う
た汰　

▼
東
海
小
学

生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会「
県
代
表
チ
ー
ム
」優
勝
／

川
森
嶺ね

な那
、木
戸
雪ゆ
き
の乃　

▼
東
海
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

選
手
権
大
会「
県
代
表
チ
ー
ム
」準
優
勝
／
石
灘
そ
よ

花か　

▼
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会「
男
子

ダ
ブ
ル
ス
６
年
生
以
下
の
部
」３
位
／
河
辺
颯そ
う
ま真
、志
賀

伊い
ぶ
き吹　

▼
同
大
会「
男
子
ダ
ブ
ル
ス
５
年
生
以
下
の
部
」

５
位
／
大
羽
航こ
う
せ
い正

、伊
藤
伊い

ぶ
き吹　

▼
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
弓
道
競
技
大
会「
女
子
団
体
」４
位
／
成

章
高
校
弓
道
部
女
子【
石
川
遥は
る
な菜
、井
上
由ゆ

い依
、清
田

安あ
ん
り里
、葉
山
真ま

い伊
、井
村
梓し

の乃
、杉
原
未み

お於
】　

▼
愛
知

ス
ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
４
グ

ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
県
大
会「
男
性
の
部
」総
合
優
勝
／
藤

城
秀し

ゅ
う
じ二　

▼
日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会「
１
万
m
」３

位
／
大
石
港み
な
と与　

▼
同
大
会「
１
万
m
」６
位
／
宮
脇

千ち
ひ
ろ博  

▼
同
大
会「
１
万
m
」８
位
／
窪
田
忍し

の
ぶ　

▼
全
日

本
実
業
団
対
抗
陸
上
競
技
選
手
権
大
会「
ジ
ュニ
ア
５
千

m
」優
勝
／
林
辰た
つ
や也　
▼
全
日
本
実
業
団
駅
伝（
ニュー
イ

ヤ
ー
駅
伝
）優
勝
／
ト
ヨ
タ
自
動
車
陸
上
長
距
離
部【
藤

本
拓た
く

、ジ
ョ
セ
フ・カ
マ
シ
、宮
脇
千
博
、窪
田
忍
、大
石
港

与
、田
中
秀ひ
で
ゆ
き幸
、早
川
翼つ

ば
さ

】

平
和
の
尊
さ
を

未
来
へ
語
り
継
ぐ

4
月
10
日［
金
］

▲追悼の言葉を述べる福井春男田原市遺族連合会会長

▲表彰を受けられた皆さん

　

戦
没
者
追
悼
式
が
田
原
市
総
合
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。平
和
の
意
義
を
伝
え
て
い
く
た
め
、

市
の
主
催
に
よ
り
無
宗
教
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
式

典
。遺
族
や
関
係
者
な
ど
約
５
０
０
名
が
参
列
し
、

２
２
２
７
柱
の
英
霊
に
黙
と
う
や
献
花
な
ど
行
い
、

末
永
い
平
和
を
願
い
ま
し
た
。

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
で

活
躍
・
貢
献

3
月
31
日［
火
］

　

田
原
市
社
会
教
育
表
彰
式
が
市
役
所
講
堂
で
行

わ
れ
、文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
お
よ
び
青
少
年

の
健
全
育
成
に
貢
献
さ
れ
た
９
名
の
方
に
功
労
賞

が
、大
会
な
ど
で
活
躍
さ
れ
た
15
名
・
４
団
体
の
方

に
殊
勲
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

（
氏
名
順
不
同
、敬
称
略
）
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子
幸
子
さ
ん
（
加
治
町
）
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
の
４
年
間
で

す
。

　

ま
た
、
４
月
１
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ

た
田
原
市
公
平
委
員
会
第
１
回
定
例
会
に

お
い
て
、
委
員
長
に
河
合
完
治
さ
ん
（
野

田
町
）
が
、
委
員
長
職
務
代
理
者
に
中
川

和
文
さ
ん
（
堀
切
町
）
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任

し
ま
し
た
。

　

公
平
委
員
会
は
、
市
職
員
の
利
益
の
保

護
と
公
正
な
人
事
権
の
行
使
を
保
障
す
る

た
め
に
、
市
長
そ
の
他
の
任
命
権
者
か
ら

独
立
し
た
地
位
を
有
す
る
機
関
で
す
。

行
政
相
談
委
員

　

田
原
市
の
行
政
相
談
委
員
に
総
務
大
臣

か
ら
中
川
公
子
さ
ん
（
堀
切
町
）
が
新
た

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
松
井
克
志

さ
ん
（
神
戸
町
）、
本
田
則
子
さ
ん
（
高

松
町
）
が
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
６

23
局
０
１
８
０

表
彰

AW
A
R
D
S

叙
勲

　

次
の
方
が
、永
年
に
わ
た
る
功
績
を
称
え

ら
れ
、叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

▪
旭き

ょ
く
じ
つ
た
ん
こ
う
し
ょ
う

日
単
光
章

　

鵜
飼
孝た
か
しさ
ん
（
元
田
原
町
議
会
議
員
／

地
方
自
治
功
労
／
野
田
町
）

委
員

M
EM
B
ER
  O
F  C
O
M
M
IT
TEE

田
原
市
公
平
委
員
会
委
員

　

田
原
市
公
平
委
員
会
委
員
の
山
田
和
子

さ
ん
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
委
員
に
加

募
集

W
A
N
TED

タ
ブ
レ
ッ
ト
・パ
ソ
コ
ン
教
室

受
講
生

　

初
心
者
向
け
の
内
容
で
す
。
新
し
く

な
っ
た
パ
ソ
コ
ン
と
ソ
フ
ト
を
使
っ
た
教

室
を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

の
方　

▼
コ
ー
ス
／
日
時
＝
表
の
と
お
り

（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
負
担
）　

▼
場
所
＝

情
報
セ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア
研
修
室
（
田
原

文
化
会
館
２
階
）　

▼
定
員
＝
各
５
名

▼
受
講
料
＝
無
料
（
エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス
は

１
０
０
０
円
）　

▼
申
し
込
み
＝
直
接
ま

※財源確保のため、有料広告として掲載しています。
▶広報秘書課☎22局0138

加子幸
ゆ き こ

子さん

た
は
電
話
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｅ
メ
ー

ル
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
生
年
月
日
・
希
望

コ
ー
ス
を
明
記
）　

▼
そ

の
他
＝
受
講
中
・
申
し
込

み
中
の
コ
ー
ス
を
含
め
、
同

時
に
３
コ
ー
ス
ま
で
申
し
込

み
可　

※
休
館
日
＝
月
曜

日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
平

日
）

▼
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
22
局
７
２
０
０

23
局
２
８
０
８

jyosys@
city.tahara.

aichi.jp

■タブレット・パソコン教室
コース 日時

はじめてのiPad体験講座 6／13土
13:30～15:30

iPadアプリ基本講座 6／20土
13:30～15:30

iPadアプリ活用講座 6／27土
13:30～15:30

Windowsタブレットと
Windows8.1講座

6／6土
13:30～15:30

初心者のためのパソコン入門
6／6土・13土・20土
27土
13:30～15:30

初心者のためのエクセル
2013

6／16火・18木・23火
25木
9:30～11:30

※パソコンの環境　OS：Windows8.1　
使用ソフト：Internet	Explorer11、Microsoft	Excel2013
iPadは市側で用意します。
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▼
そ
の
他
＝
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
了
し
た

方
に
、修
了
証
書
を
授
与

▼
防
災
対
策
課

☎
23
局
３
５
４
８

23
局
０
１
８
０

キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
教
室　

参
加
者

▼
対
象
＝
小
学
５
年
生
以
上
の
方　

▼
期

日
／
場
所
＝
【
毎
月
第
２
火
曜
】
野
田
中

学
校
体
育
館
【
６
月
24
日
（
水
）、
８
月

25
日
（
火
）】
田
原
市
総
合
体
育
館
ア
リ
ー

ナ
【
５
月
27
日
（
水
）、７
月
28
日
（
火
）、

９
月
22
日
（
火
・
祝
）】
渥
美
運
動
公
園

屋
内
競
技
場　

▼
時
間
＝
午
後
７
時
30
分

田
原
市
防
災
カ
レ
ッ
ジ 

受
講
生

　

防
災
・
減
災
に
つ
い
て
、
知
識
や
技
術

を
習
得
で
き
る
学
習
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、

田
原
市
防
災
カ
レ
ッ
ジ
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
参
加
し
、
地
域
や
ご

家
庭
の
防
災
対
策
の
一
助
と
し
て
お
役
立

て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
で
、
全
３
回
受
講
可

能
な
方　

▼
日
時
／
場
所
／
内
容
＝
表
の

と
お
り　

▼
定
員
＝
２
０
０
名（
先
着
順
）

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
５
月

29
日（
金
）ま
で
に
直
接
ま
た
は
電
話
に
て

～
９
時
30
分　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申

し
込
み
＝
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
23
局
３
５
３
１

22
局
３
８
１
１

sports@
city.tahara.aichi.jp

田
原
市
教
育
委
員
会
・
博
物
館

研
究
紀
要
論
文

　

平
成
27
年
度
に
刊
行
予
定
の
教
育
委
員

会
・
博
物
館
論
文
集
に
掲
載
す
る
論
文
を

募
集
し
ま
す
。

▼
内
容
＝
田
原
の
文
化
財
、
歴
史
に
関
す

る
こ
と　

▼
選
考
方
法
＝
概
要
提
出
後
、

選
考
し
、
掲
載
の
可
否
を
決
定　

▼
申
し

込
み
＝
８
月
20
日
（
木
）
ま
で
に
概
要
を

提
出

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０

22
局
２
０
２
８

生
活

LIFE

子
ど
も
・
若
者
の
悩
み

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

問
題
を
抱
え
る
子
ど
も
・
若
者
と
そ
の

家
族
を
、
支
え
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み

で
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
心
を
軽
く
す

る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▪
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
窓
口

　
「
は
な
そ
う
」

▼
開
設
日
時
＝
毎
週
火
～
金
曜
日
／
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
（
年
末
年
始
・
祝

日
を
除
く
）

▪
相
談
先　

☎
27
局
８
６
０
２

kow
aka@

city.tahara.aichi.jp

※
直
接
の
場
合
は
、文
化
生
涯
学
習
課（
市

役
所
北
庁
舎
２
階
）
／
ま
ず
は
、
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

▪
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
家
族
の
つ
ど
い

▼
内
容
＝
講
話
、
座
談
会
な
ど　

▼
開
催

日
時
＝
奇
数
月
の
第
４
木
曜
日
（
９
月
の

み
第
３
木
曜
日
）
／
午
前
10
時
30
分
～
正

午
、
偶
数
月
の
第
４
木
曜
日
／
午
後
７
時

30
分
～
９
時　

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会
館

２
０
２
・
２
０
３
会
議
室

▼
文
化
生
涯
学
習
課
☎
23
局
３
６
３
５

日時 内容

【第１回】
6／6土

13：30～16：00

田原文化会館
多目的ホール

「田原市の防災対策について」
講師＝田原市消防本部防災対策課長

「災害体験から学ぶ日常の防災」
講師＝兵庫県立松陽高校　教諭　諏訪清二氏

【第 2 回】
11／28土

13：30～16：00

田原文化会館
多目的ホール

「自分でもできる！防災グッズを作ってみよう
－体験型・防災講座－」
講師＝地域活動推進団体　工房どるふぃーむ　
　　   代表　依田真広　氏

【第 3 回】
H28／2／28日
13：30～16：00

渥美文化会館
文化ホール

「自主防災活動推進地区活動事例発表」
発表者＝市内自主防災活動推進地区

「巨大津波の脅威に負けない地域づくり
～田原モデルの構築と発信を！～」
講師＝京都大学大学院　助教　奥村与志弘氏

【特別回】
7／4土

8：30～17：00

名古屋大学
減災館

名古屋大学減災館見学ツアー
「地震防災に関する知識や心得について、体験・
見学をとおして学習できる見学ツアー」
●対象者＝カレッジ受講者で参加を希望する３０名
●移動手段＝市中型バス
●参加費＝無料（ただし、昼食費は実費負担）

※内容は変更する場合があります。

■田原市防災カレッジ

田原を美しくする推進デー
◉６月 7 日（日）／雨天決行
※地区によっては、実施日が異なる場合があります。
時間・集合場所などは、各地区でご確認ください。

道路や公園など公共的な場所に捨てられてい
るごみを拾い、清潔で魅力ある地域の創造を
目指します。「きれいな街は、みんなの手で!!」
を合言葉に、皆さんぜひご参加ください。

▶田原を美しくする会事務局
　（廃棄物対策課内）☎２３局３５３８
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ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン（
任
意
予
防

接
種
）接
種
費
用
の
助
成
を
開
始

　

今
年
度
か
ら
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を
始
め
ま

し
た
。

▼
市
内
在
住
の
平
成
27
年
４
月
１
日
生
ま

れ
以
降
の
お
子
さ
ん　

▼
助
成
回
数
／
助

成
額
＝
【
ロ
タ
リ
ッ
ク
ス
】
２
回
（
１
回

４
５
０
０
円
）【
ロ
タ
テ
ッ
ク
】
３
回
（
１

回
３
０
０
０
円
）　

※
接
種
費
用
は
、
医

療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。　

▼
接

種
場
所
＝
市
内
指
定
医
療
機
関　

▼
持
ち

物
＝
母
子
健
康
手
帳
、
市
内
に
住
民
登
録

が
あ
る
こ
と
の
証
明
が
で
き
る
書
類
（
子

ど
も
医
療
費
受
給
者
証
ま
た
は
健
康
保
険

証
な
ど
）　

▼
そ
の
他
＝
接
種
対
象
者
へ

個
別
通
知
し
ま
す
。
任
意
接
種
で
す
の
で

接
種
の
前
に
は
医
師
か
ら
十
分
な
説
明
を

う
け
て
く
だ
さ
い
。
保
護
者
の
理
解
と
同

意
の
も
と
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
健
康
課
（
市
役
所
内
）

☎
23
局
３
５
１
５

23
局
３
８
１
０

▼
健
康
課
（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

☎
33
局
０
３
８
６

33
局
０
３
１
９

禁
煙
外
来
治
療
費
を

助
成
し
ま
す

　

医
療
機
関
が
行
う
禁
煙
外
来
治
療
に
か

か
っ
た
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
医

療
機
関
で
の
禁
煙

治
療
を
利
用
す
る

と
、
ニ
コ
チ
ン
切

れ
の
症
状
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
、

比
較
的
楽
に
、
し

か
も
自
力
に
比
べ
て
３
～
４
倍
、
禁
煙
に

成
功
し
や
す
く
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
お
医
者
さ
ん
と
禁

煙
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
で
、
市
内
の
保
険
診

療
と
な
る
禁
煙
外
来
実
施
医
療
機
関
（
ふ

れ
あ
い
ば
し
診
療
所
、
藤
岡
医
院
）
で
禁

煙
治
療
を
希
望
す
る
方　

▼
助
成
内
容
＝

医
療
費
お
よ
び
薬
剤
費
の
本
人
負
担
額
の

２
分
の
１
（
上
限
１
万
円
）　

▼
助
成
手

続
き
の
流
れ
＝
①
健
康
課
に
あ
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
②
禁
煙
治
療

開
始
（
受
診
回
数
は
12
週
で
５
回
）
③
禁

煙
外
来
治
療
終
了
後
、
治
療
に
要
し
た
費

用
を
市
へ
請
求

▼
健
康
課
（
市
役
所
内
）

☎
23
局
３
５
１
５

23
局
３
８
１
０

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
講
演
会
を

開
催
し
ま
す

　

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
を
も
つ
お
子
さ
ん
の

ご
家
族
が
中
心
と
な
り
「
田
原
ア
レ
ル

ギ
ー
っ
子
の
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
正
し
い
知
識

を
も
つ
こ
と
と
学
校
・
保
育
施
設
な
ど
の

関
係
者
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
な
ど
が
目

的
で
す
。
活
動
の
手
始
め
に
、
医
師
に
よ

る
講
演
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

▼
日
時
＝
６
月
13
日
（
土
）
午
前
10
時
～

11
時
30
分　

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン

タ
ー
３
階
大
会
議
室　

▼
テ
ー
マ
＝
み
ん

な
で
知
ろ
う
子
ど
も
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

▼
講
師
＝
村
田
浩
章
氏
（
渥
美
病
院
小
児

科
医
師
）　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
託
児

＝
先
着
10
名　

▼
申
し
込
み
＝
５
月
30

日
（
土
）
ま
で
に
氏
名
・
住
所
・
電
話
番

号
、
参
加
人
数
、
託
児
希
望
の
有
無
を
明

記
の
う
え
、
田
原
ア
レ
ル
ギ
ー
っ
子
の
会

（taharaale@
yahoo.co.jp

）
ヘ
メ
ー
ル

に
て

▼
健
康
課
（
市
役
所
内
）

☎
23
局
３
５
１
５

23
局
３
８
１
０

市
役
所
手
続
き
に

手
話
通
訳
者
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
設
置
時
間
＝
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）
／
午
前
９
時
～
正
午
（
金
曜
日
は
午

後
４
時
ま
で
）　

▼
設
置
場
所
＝
地
域
福

祉
課
（
市
役
所
北
庁
舎
１
階
）　

▼
そ
の

他
＝
他
部
署
窓
口
で
の
手
続
き
に
も
対
応

可
。
地
域
福
祉
課
へ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

▼
地
域
福
祉
課

☎
23
局
３
６
９
７

23
局
３
５
４
５

安藤忠雄氏特別講演会
地方都市の生き残りをかけて
７月5日日14：00～15：30
田原市総合体育館アリーナにて

世界的な建築家として知られる安藤
忠雄氏による講演会です。三河田原
駅の新駅舎は安藤忠雄建築研究所
が設計しました。

定員◎１，０００名（先着順）
入場料◎無料
申し込み◎６月２６日（金）までに、郵便番号・住所・氏名・

電話番号・年齢・職業を明記のうえ、ＦＡＸまたはＥメー
ル、はがきにて／申込書は市ホームページからもダ
ウンロードできます。

その他◎講演会の前後に著書の販売およびサイン会
を開催します。

託児◎先着１０名／６月25日（木）までに電話またはＥ
メールにて予約してください。

▶街づくり推進課
☎２３局３５35 ２２局３８１１

machi@city.tahara.aichi.jp
http://www.city.tahara.aichi.jp/

平成27年5月1日│　	│13│　	│13



農
業
振
興
地
域
変
更
申
出
に
関
す
る

事
務
手
続
き
の
締
切
日
を
変
更

　

農
用
地
な
ど
に
住
宅
を
建
築
す
る
場

合
、
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法

律
の
規
制
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
所
定
の
手

続
き
が
必
要
と
な
り
、
こ
の
受
付
は
、
毎

年
２
月
、
５
月
、
８
月
、
11
月
の
末
日
が

締
切
日
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
５
月
か
ら
、
事
務
手
続
き
の

締
切
日
を
各
月
20
日
に
変
更
し
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７

22
局
３
８
１
７

松
く
い
虫
か
ら
松
を
守
る

薬
剤
散
布
に
ご
協
力
を

　

松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
を
防
ぎ
、
森
林

の
保
護
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
次

の
と
お
り
薬
剤
の
空
中
散
布
を
実
施
し
ま

す
。ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
実
施
に
お
い
て
は
細
心
の

注
意
を
払
い
ま
す
が
、
万
が
一
、
こ
の
薬

剤
散
布
に
よ
り
体
調
を
崩
さ
れ
た
場
合

は
、
農
政
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
期
日
＝
５
月
26
日
（
火
）　

※
雨

天
、
強
風
な
ど
の
場
合
は
延
期　

▼
散
布

区
域
＝
西
ノ
浜
一
帯
の
森
林
（
区
域
に
は

境
界
標
識
を
設
置
し
ま
す
）

農
業
者
担
い
手
育
成
支
援

補
助
金
制
度

　

農
業
者
の
担
い
手
づ
く
り
を
展
望
し
、
豊

か
な
人
間
性
と
創
造
力
に
満
ち
た
明
日
の

農
業
を
担
う
人
材
を
育
成
、
確
保
す
る
施

策
の
取
り
組
み
に
対
し
、
そ
の
実
施
に
必
要

と
な
る
事
業
費
の一部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
方
で
、
次
の
い
ず

れ
か
の
要
件
を
満
た
す
方
①
農
業
生
産
に

携
わ
る
農
業
者
な
ど
の
３
名
以
上
で
計
画

し
た
研
修
事
業
を
行
う
方
②
農
業
の
後
継

者
育
成
事
業
に
つ
い
て
、
担
い
手
育
成
支

援
事
業
計
画
の
提
案
事
業
を
行
う
方

▼
対
象
事
業
＝
①
担
い
手
農
業
者
が
国
内

外
に
お
い
て
農
業
情
勢
を
視
察
研
修
し
、

見
識
を
高
め
る
事
業
②
農
業
者
が
行
う
担

い
手
育
成
支
援
事
業

▼
補
助
額
＝
提
案
事
業
経
費
の
２
分
の
１

以
内
（
上
限
額
30
万
円
）

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７

22
局
３
８
１
７

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７

22
局
３
８
１
７

経
営
所
得
安
定
対
策　

加
入
申
請
受
付
会

▼
対
象
＝
経
営
所
得
安
定
対
策
の
対
象
と

な
る
作
物
（
主
食
用
米
、
飼
料
用
米
、
飼

料
作
物
、
野
菜
な
ど
）
を
生
産
数
量
目
標

に
従
っ
て
生
産
す
る
販
売
農
家
の
方

▼
期
日
／
場
所
＝
表
の
と
お
り　

▼
受
付

時
間
＝
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
内
容
＝
交
付
申
請
書
な
ど
申
請
に
必
要

な
書
類
の
受
付
（
印
鑑
、
交
付
金
振
込
先

の
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７

22
局
３
８
１
７

期日 場所

5／19火 渥美支所 301会議室

5／20水 赤羽根市民センター
第一委員会室

5／21木 田原市役所 大会議室

■経営所得安定対策加入申請受付会

ジャンボカボチャ
コンテスト
挑戦してみませんか？
　田原市４Ｈクラブ連絡協議会が主催するジャンボカボ
チャコンテストの参加者を募集します。
　応募者には苗を配布します。９月中旬にサンテパルク
たはらで開催されるコンテストで、育てたカボチャの重さ
を競い合っていただきます。昨年の最も大きなカボチャは
１００．４㎏でした。

▪申し込み　５月29日（金）までに電話にて
▪苗の配布日時　6月3日（水）午前９時～午後５時　
▪配布場所　田原農業改良普及課（田原農業支援

センター内）
▪定員　30名（先着順）
▪配布本数　２本　
▪参加費　100円
▪その他　栽培には１株

につき50㎡（例：縦７ｍ
×横７ｍ）以上の面積
が必要

▶田原農業改良普及課☎２2局0381
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８
月
・
10
月
・
12
月
・
平
成
28
年
２
月
）

す
る
納
付
書
や
口
座
振
替
に
よ
り
納
付

▼
高
齢
福
祉
課

☎
23
局
３
２
１
７

23
局
３
５
４
５

６
月
か
ら「
特
定
健
診
」「
後
期
高

齢
者
健
診
」が
始
ま
り
ま
す

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓

脂
肪
症
候
群
）を
予
防
す
る
た
め
の
健
診

が
始
ま
り
ま
す
。
対
象
の
方
に
は
、
受
診

券
を
５
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
の
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。年
に
一
度
は
健
診
を
受
け
、

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
こ
の
機
会
に
自
分
の
生
活
習
慣

を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
＝
【
特
定
健
診
】
40
歳
～
74
歳
の

方
【
後
期
高
齢
者
健
診
】
75
歳
以
上
の
方

平
成
27
年
度
か
ら
の

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
か
ら
の
介
護
保
険
料
は
表

の
と
お
り
で
す
。

▪
保
険
料
の
徴
収
方
法

◦
特
別
徴
収

▼
対
象
＝
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
共
済

年
金
の
う
ち
、
老
齢
年
金
・
退
職
年
金
・

障
害
年
金
・
遺
族
年
金
を
年
額
18
万
円
以

上
受
給
さ
れ
て
い
る
方

▼
方
法
＝
年
金
か
ら
の
天
引
き

◦
普
通
徴
収

▼
対
象
＝
特
別
徴
収
の
対
象
に
該
当
し
な

い
方
／
65
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
方
／
田

原
市
に
転
入
し
た
ば
か
り
の
方　

▼
方
法

＝
市
か
ら
偶
数
月
に
発
送
（
４
月
・
６
月
・

（
一
定
の
障
害

が
あ
る
方
は

65
歳
以
上
）

※
昭
和
15
年

５
月
１
日
～
９
月
30
日
生
ま
れ
の
方
に

は
、
誕
生
月
の
翌
月
末
に
受
診
券
を
発
送

▼
持
ち
物
＝
受
診
券（
特
定
健
診
は
黄
色
、

後
期
高
齢
者
健
診
は
桃
色
）、
保
険
証　

▼
費
用
＝
無
料　

▼
場
所
＝
市
内
指
定
医

療
機
関　

▼
期
間
＝
12
月
31
日
ま
で
の
診

療
時
間
内　

▼
そ
の
他
＝
健
診
は
空
腹
で

受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９
（
特
定
健
診
）

☎
23
局
３
５
１
４
（
後
期
高
齢
者
健
診
）

消
費
生
活
出
前
講
座
を

開
催
し
ま
す

▼
対
象
①
10
名
以
上
の
団
体
②
20
名
以
上

の
団
体　

▼
開
催
日
時
＝
平
日
の
午
前
10

時
～
午
後
３
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

夜
間
は
要
相
談
）
／
①
30
分
～
２
時
間
②

１
時
間
～
１
時
間
30
分　

▼
開
催
場
所
＝

申
込
者
が
用
意　

▼
内
容
＝
①
消
費
生
活

相
談
員
に
よ
る
悪
質
商
法
の
事
例
と
対
処

法
な
ど
②
落
語
家
・
漫
談
家
に
よ
る
悪
質

商
法
の
注
意
点　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
各
市
民
館
お
よ
び
商
工
観

光
課
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
／

申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

）
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可

※
②
は
、
開
催
日
の
一
カ
月
前
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
商
工
観
光
課　

☎
23
局
３
５
２
２

22
局
３
８
１
７

繁
忙
期
に
人
手
が
足
り
な
く
て

お
困
り
の
農
業
経
営
者
な
ど
の
方
へ

　

地
域
職
業
相
談
室
で
は
、
繁
忙
期
に
労

働
力
を
確
保
し
た
い
農
業
経
営
者
な
ど
の

皆
さ
ん
の
た
め
に
、
求
職
者
な
ど
に
対
し

て
短
期
就
労
（
就
労
期
間
１
カ
月
以
内
）

の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
農

業
経
営
者
な
ど　

▼
募
集
期
間
＝
随
時

▼
申
し
込
み
＝
商
工
観
光
課
・
営
農
支
援

課
・
渥
美
支
所
・
Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み
本
所
・

支
所
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
地
域
職
業
相
談
室
（
道
の
駅　

田
原
め
っ
く
ん
は
う
す
２
階
）
へ
直
接
／

申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

）
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可　

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
地
域
職
業
相
談
室

☎
24
局
０
０
５
０

23
局
２
７
６
６

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２

22
局
３
８
１
７

所得
段階 対象者 年額

第１
段階

生活保護受給者または市民税非課税
世帯で、老齢福祉年金受給者もしく
は公的年金収入額と合計所得金額が
年間 80 万円以下の方

28,500円

第２
段階

市民税非課税世帯で、公的年金収入
額と合計所得金額が年間 80 万円を
超え 120 万円以下の方

39,900円

第３
段階

市民税非課税世帯で、公的年金収入
額と合計所得金額が年間 120 万円
を超える方

42,700円

第４
段階

市民税課税世帯で、本人が非課税で
あり、公的年金収入額と合計所得金
額の合計が年間 80 万円以下の方

51,300円

第５
段階 

（基準額）

市民税課税世帯で、本人が非課税で
あり、第 4 段階に該当しない方 57,000円

第６
段階

市民税課税者で、合計所得金額が
120 万円未満の方 68,400円

第７
段階

市民税課税者で、合計所得金額が
120 万円以上 190 万円未満の方 74,100円

第８
段階

市民税課税者で、合計所得金額が
190 万円以上 290 万円未満の方 85,500円

第９
段階

市民税課税者で、合計所得金額が
290 万円以上 500 万円未満の方 96,900円

 第10
段階

市民税課税者で、合計所得金額が
500 万円以上 800 万円未満の方 102,600円

 第11
段階

市民税課税者で、合計所得金額が
800 万円以上の方 108,300円

■所得段階別の介護保険料
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税TA
X

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
納
税
は

６
月
１
日（
月
）ま
で

　

自
動
車
税
は
自
動
車
を
、
軽
自
動
車
税

は
軽
自
動
車
（
原
動
機
付
自
転
車
な
ど
の

オ
ー
ト
バ
イ
や
農
耕
用
作
業
車
な
ど
の
小

型
特
殊
自
動
車
を
含
む
）
を
、
４
月
１
日

現
在
お
持
ち
の
方
に
か
か
る
税
金
で
す
。

　

対
象
の
方
へ
、
５
月
中
旬
に
納
税
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、６
月
１
日
（
月
）

の
納
期
限
ま
で
に
納
税
通
知
書
に
記
載
し

て
あ
る
金
融
機
関
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
領
収
書
に
添
付
さ
れ
て
い
る
継

続
検
査
用
（
車
検
用
）
の
証
明
書
は
、
車

検
を
受
け
る
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

▪
自
動
車
税
に
つ
い
て

▼
東
三
河
県
税
事
務
所
自
動
車
税
グ
ル
ー
プ

☎（
０
５
３
２
）35
局
６
１
３
０

▪
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
１
０

23
局
０
１
８
０

寄
付

D
O
N
ATIO

N

　

次
の
方
々
か
ら

ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
厚

意
に
感
謝
し
ま

す
。

▼
３
月
11
日
、
平

成
27
年
福
江
小
学

校
区
（
福
江
・
長

沢
・
保
美
）
厄
年
一
同
様
か
ら
福
江
小
学

校
の
教
育
環
境
向
上
の
た
め
、
普
通
教
室

背
面
上
ク
ロ
ス
貼
り
掲
示
板
４
基
。

＊
ふ
る
さ
と
寄
附
金
＊

▼
３
月
６
日
、
伊
藤
勝
弘
様
（
豊
川
市
）

か
ら
金
10
万
円
。

耐
震
改
修
工
事
費
を
最
大
１
６
０
万

円
補
助
し
ま
す

　

今
後
、
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
で
は
、
震
源
域
が
陸
地
に
近
く
耐
震

化
を
し
て
い
な
い
住
宅
で
は
、
地
震
に
よ
る

倒
壊
や
家
具
転
倒
に
よ
る
被
害
が
多
く
、

さ
ら
に
津
波
発
生
時
に
は
自
宅
か
ら
の
避

難
す
ら
出
来
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

田
原
市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
補
助
メ

ニ
ュ
ー
を
設
け
て
耐
震
化
を
進
め
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
お
住
ま
い
の
住
宅
の
耐
震
化

を
お
考
え
く
だ
さ
い
。

◉
木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断

　

お
住
ま
い
の
建
物
が
地
震
に
強
い
か
ど

う
か
を
診
断
し
ま
す
。
昭
和
56
年
５
月
以

前
に
建
築
し
た
木
造
住
宅
を
無
料
で
診
断

し
ま
す
。

◉
木
造
住
宅
耐
震
改
修
計
画
策
定
費
助
成

　

無
料
耐
震
診
断
の
結
果
が
、
安
全
で
な

い
と
診
断
さ
れ
た
建
物
の
補
強
設
計
を

す
る
場
合
に
、
最
大
15
万
円
を
補
助
し
ま

す
。

◉
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
費
助
成

　

補
強
設
計
に
基
づ
い
て
行
う
工
事
費
の
助

成
で
、
本
年
度
限
定
で
30
万
円
上
乗
せ
し

最
大
１
６
０
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

◉
簡
易
耐
震
対
策
費
助
成

　

無
料
耐
震
診
断
の
結
果
が
、
安
全
で
な

い
と
診
断
さ
れ
た
建
物
に
高
齢
者
や
障
害

者
が
居
る
場
合
、
部
分
的
な
補
強
や
、
防

災
ベ
ッ
ド
、耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
な
ど
、

住
ん
で
い
る
人
が
安
全
に
な
る
よ
う
な
対

策
に
最
大
30
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
木
造
住
宅
以
外
の
建
物
の
診

断
や
改
修
工
事
、
特
定
既
存
耐
震
不
適
格

建
築
物
の
診
断
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

撤
去
や
改
修
に
も
補
助
を
し
ま
す
。

　

な
お
、
補
助
を
受
け
る
た
め
に
は
事
前

に
申
し
込
み
な
ど
の
手
続
き
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

▼
建
築
課

☎
23
局
３
５
２
６

22
局
３
８
１
１

青
い
鳥
郵
便
は
が
き

　

日
本
郵
便
株
式
会
社
で
は
、「
通
常
郵

便
は
が
き
」
を
無
料
配
布
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
１
級
・
２
級
の
身
体
障
害
者
手

帳
ま
た
は
Ａ
判
定
も
し
く
は
１
度
・
２
度

の
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方　

▼
枚
数
＝

１
人
20
枚　

▼
申
し
込
み
＝
６
月
１
日

（
月
）
ま
で
に
、
お
近
く
の
郵
便
局
で
対

象
と
な
る
手
帳
を
提
示
、
ま
た
は
、
は
が

き
に
住
所
・
氏
名
・
手
帳
の
種
類
・
番
号
・

等
級
を
記
載
の
う
え
郵
送

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
日
本
郵
便
株
式
会
社　

田
原
郵
便
局

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
９　

住
所
不
要
）

☎
22
局
２
６
０
３

縦
覧

IS
P
EC
TIO
N
  FO

R
  P
U
B
LIC

東
三
河
都
市
計
画
道
路
事
業

事
業
計
画
変
更
認
可

　

３
・
４
・
６
０
１
号
田
原
駅
南
線
の
事
業

計
画
の
変
更
認
可
に
係
る
図
書
を
都
市
計

画
法
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
し
て
い
ま
す
。

▼
縦
覧
時
間
＝
市
役
所
執
務
時
間
中　

▼
縦
覧
場
所
＝
街
づ
く
り
推
進
課
（
市
役

所
北
庁
舎
２
階
）

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23
局
３
５
３
５

22
局
３
８
１
１
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広報秘書課☎２2局0138

ティーズチャンネルで放送中
デジタル

ch12
◦街角ネットたはら

放送日 内　容

5/1金～5/14木
健康マイレージをご紹介
市民協働まちづくり事業補助金
公開審査会

5/15金～5/28木
緑花まつり

お田植え祭

5/29金～6/11木
田原凧まつり

応援ください！ＪＩＭＯキャラ総選挙　

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

◦たはら市政番組のバックナンバーは
　　　　　インターネットでも視聴可能です！

田原市ホームページ

　　http://www.city.tahara.aichi.jp/
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田原市の イ ベ ン ト

～
24
日
（
日
）
／
午
前
９
時
～
午
後
４

時　

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会
館

【
さ
つ
き
展
】
▼
日
時
＝
５
月
22
日
（
金
）

～
24
日
（
日
）
／
午
前
９
時
～
午
後
４

時　

▼
場
所
＝
田
原
市
総
合
体
育
館
ロ

ビ
ー

【
芸
能
大
会
】
▼
日
時
＝
５
月
24
日
（
日
）

午
前
10
時
30
分
～　

▼
場
所
＝
田
原
文

化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

▪
渥
美
会
場

【
写
真
展
・
生
け
花
展
】
▼
日
時
＝
５
月

23
日
（
土
）・
24
日
（
日
）
／
午
前
９

時
～
午
後
４
時　

▼
場
所
＝
渥
美
文
化

会
館

【
芸
能
大
会
】
▼
日
時
＝
５
月
24
日
（
日
）

午
前
10
時
～　

▼
場
所
＝
渥
美
文
化
会

館
文
化
ホ
ー
ル

【
市
民
茶
会
】
▼
日
時
＝
５
月
24
日（
日
） 

午
前
10
時
～
午
後
３
時　

▼
場
所
＝
渥

美
文
化
会
館　
▼
茶
席
＝
１
席
３
０
０
円

▼
田
原
市
文
化
協
会
☎
22
局
６
０
６
３

◉
５
月
23
日
土
・
24
日
日　
　

田
原
凧
ま
つ
り

▪
初
凧
祈
願
祭

日
時
▼
５
月
23
日
（
土
）
午
前
10
時
～

場
所
▼
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
田
原
工
場
厚
生

セ
ン
タ
ー
内
体
育
館
・
芝
生
広
場

▪
け
ん
か
凧
合
戦

日
時
▼
５
月
24
日
（
日
）
午
前
９
時
～

月
の
イ
ベ
ン
ト

5◉
５
月
11
日
月　

講
座
「
渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に
」

時
間
▼
午
前
８
時
45
分
～
９
時
30
分

場
所
▼
崋
山
会
館

内
容
▼
渡
辺
崋
山
を
救
え
４

－

椿つ
ば
き

椿ち
ん
ざ
ん山

の
日
記
か
ら

講
師
▼
田
原
市
博
物
館
副
館
長 

鈴
木
利
昌

受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

◉
５
月
22
日
金
～
24
日
日　
　

田
原
市
文
化
協
会　

春
の
文
協
ま
つ
り

▪
田
原
会
場

【
各
種
展
覧
会
】▼
日
時
＝
５
月
22
日（
金
）

※
雨
天
時
は
、５
月
31
日
（
日
）
に
延
期

場
所
▼
田
原
市
総
合
体
育
館
周
辺

※
ま
つ
り
の
告
知
凧
を
田
原
文
化
会
館
に

て
事
前
展
示（
５
月
10
日
日
～
17
日
日
）

▼
田
原
ま
つ
り
会
館
☎
22
局
７
３
３
７

◉
５
月
31
日
日　
※
雨
天
中
止　
　

春
の
汐
川
干
潟
自
然
観
察
会

　

豊
橋
市
と
共
同
で
、
野
鳥
や
干
潟
の
生

き
物
の
観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
▼
ど
な
た
で
も
（
中
学
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
正
午

場
所
▼
汐
川
干
潟
（
豊
橋
市
杉
山
町
）

定
員
▼
50
名
（
先
着
順
）

参
加
料
▼
無
料

持
ち
物
▼
長
靴
、
ス
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
、

帽
子
、
飲
み
物
、
筆
記
用
具

申
し
込
み
▼
５
月
19
日
（
火
）
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
代

表
者
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号

と
参
加
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
を
明

記
）

▼
豊
橋
市
環
境
保
全
課

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
３
８
５

（
０
５
３
２
）56
局
５
５
７
７

kankyohozen@
city.toyohashi.lg.jp

没後10周年

白井青淵・石川雲鶴展
５月３０日土～７月１２日日
田原市博物館 企画展示室１にて

　白井青淵は、明治42年（1909）、永川
の長男として生まれ、神職を志すとともに
父に日本画を学びます。20歳で羽田八
幡宮宮司となり、38歳で中村岳陵に師
事し、40歳で日展に初入選し、以後、同
展に4回入選します。51歳で中部日本南
画院を創設し、80歳で豊橋文化賞・愛
知県文化功労褒状を受賞します。平成18年（2006）に亡くなりました。
　石川雲鶴は、岡崎市に生まれ、本名は政利。昭和17年（1942）、愛
知県岡崎師範学校を卒業し、戦後は愛知県内の高等学校で教鞭
をとりました。昭和26年、手島右卿に師事。昭和29年、独立書人団会
員。昭和30年、第11回日展に初入選し、以後２回入選。昭和42年、
第19回毎日書道展で準大賞を受賞。昭和59年、中部日本書道会理
事。昭和61年、愛知県文化功労者表彰。平成６年、独立書人団理
事、９年より毎日書道会参与。雲龍会主宰。

●トークイベント「青淵・雲鶴を語ろう」
5月30日土午後1時～
▪同時開催　渡辺崋山と田原藩　特別展示室

▲白井青淵　答志嶋

平成27年5月1日 │　	│18



◉
５
月
31
日
日　
　
　

あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

時
間
▼
午
後
７
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
渥
美
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
ほ
か

内
容
▼
松
尾
一
彦 L
ラ
イ
ヴ

ive i

イ
ン

n A

ア

ツ

ミ

tsum
i  

２
０
１
５ w

ウ
ィ
ズ

ith 
竹
田
元

入
場
料
▼
１
５
０
０
円（
ド
リ
ン
ク
付
き
）

／
当
日
２
０
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
▼
市
内
文
化
会
館
な
ど
で
販
売

託
児
▼
５
月
21
日（
木
）ま
で
に
電
話
予
約

▼
文
化
生
涯
学
習
課
☎
23
局
３
６
３
５

月
の
イ
ベ
ン
ト

6◉
６
月
６
日
土　
　

む
か
し
体
験
教
室　

パ
ー
ト
１

　

む
か
し
の
人
の
知
恵
や
工
夫
、
暮
ら
し

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
▼
市
内
の
小
学
校
３
年
生
以
上

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
▼
渥
美
郷
土
資
料
館
ほ
か

内
容
▼
「
農
休
み
ま
ん
じ
ゅ
う
」
づ
く
り
、

む
か
し
の
道
具
・
あ
そ
び
の
体
験

定
員
▼
30
名（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
料
▼
２
０
０
円
程
度（
材
料
費
な
ど
）

申
し
込
み
▼
５
月
22
日
（
金
）
ま
で
に
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、住
所
・

氏
名
・
学
年
・
電
話
番
号
を
明
記
）

※
内
容
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０

22
局
２
０
２
８

m
useum

@
city.tahara.aichi.jp

◉
６
月
13
日
土
・
14
日
日　
　

田
原
市
音
楽
祭

場
所
▼
田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
無
料

▪
学
生
の
部

日
時
▼
６
月
13
日
（
土
）
午
後
２
時
開
演

出
演
▼
市
内
中
学
校
吹
奏
楽
部
、渥
美
農

業
高
等
学
校
・
成
章
高
等
学
校
吹
奏
楽

部
▪
一
般
の
部

時
間
▼
６
月
14
日
（
日
）
午
後
２
時
開
演

客
演
▼
渡
辺
理
恵
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

出
演
▼
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
教
室
、
渥
美
混
声

合
唱
団
、
田
原
混
声
合
唱
団
、
田
原
市

吹
奏
楽
団

▼
田
原
市
楽
友
協
会
事
務
局

☎
23
局
２
６
８
３
（
金
子
）

◉
６
月
19
日
金　
　

Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み 

健
康
会
議
２
０
１
５

時
間
▼
午
後
１
時
～（
30
分
前
受
付
開
始
）

場
所
▼
田
原
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容
▼
「
今
日
か
ら
は
じ
め
よ
う
!!
健
康

体
操
～
今
、話
題
の
ロ
コ
モ
っ
て
～
」（
講

師
：
井
上
則
夫
氏［
Ｊ
Ａ
愛
知
厚
生
連 

あ
つ
み
の
郷 

健
康
運
動
指
導
士
］）、健

康
相
談
、健
康
チ
ェッ
ク
コ
ー
ナ
ー

定
員
▼
１
５
０
名
（
先
着
順
）

参
加
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
６
月
５
日
（
金
）
ま
で
に
電

話
に
て
（
当
日
参
加
も
可
）

そ
の
他
▼
来
場
者
に
は
記
念
品
あ
り

▼
Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み
生
活
部
生
活
課

☎
34
局
０
３
７
５

◉大会日時　　9月６日日　午前９時～午後３時30分（予定）
◉大会コース　伊良湖岬周辺
◉応募資格　　市内在住・在勤・在学の15歳以上の方
◉募集人員　　800名
◉活動日時　　9月６日日　午前７時～午後４時30分ごろ
　　　　　　　　 ※活動内容や場所によって活動時間が異なります。

◉活動内容　　コース（沿道）の整理、エードステーション業務など
◉支給物品　　ボランティアＴシャツ、帽子、おにぎり・お茶
◉募集期間　　6月19日㊎まで（必着）
◉応募方法　　申込用紙に必要事項を記入のうえ、持参または郵送・ＦＡＸ・Eメールにて（申込用紙

は、スポーツ課で配布するほか大会ホームページからダウンロード可）
◉そ の 他　　８月に事前説明会を開催／当日は主催者でボランティア保険に加入
◉主　　催　　トライアスロン伊良湖大会実行委員会

▶トライアスロン伊良湖大会実行委員会事務局（田原市教育委員会スポーツ課）
☎23局3531　 22局3811

sports@city.tahara.aichi.jp http：//www.irago-triathlon.jp/

2015トライアスロン伊良湖大会

市民ボランティア募集！
　全国からトライアスリートが集結し、熱いレースを繰り広げるトライ
アスロン伊良湖大会。大会を一緒になって盛り上げてくれる市民ボラン
ティアを募集します。
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う
つ
病
に
な
る
前
に
！
５
月
病
対
策

  

新
年
度
を
迎
え
、
新
し
い
環
境
で
生
活

を
始
め
た
人
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
心

機
一
転
、「
よ
し
、
頑
張
る
ぞ
！
」
と
意

欲
が
高
ま
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
大
型

連
休
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
、「
や
る
気
が

出
な
い
」「
ふ
さ
ぎ
こ
む
」
な
ど
、
原
因

不
明
の
不
調
が
現
れ
る
人
が
い
ま
す
。
俗

に
「
５
月
病
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。

医
療
機
関
で
は
、

「
適
応
障
害
」「
軽

度
の
う
つ
」
と
い
っ

た
診
断
名
が
つ
け

ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

▪
５
月
病
に
な
ら
な
い
た
め
に

●
「
○
○
○
し
な
け
れ
ば
！
」
の
完
ぺ
き

主
義
を
や
め
る
。

●
ス
ト
レ
ス
を
発
散
す
る

　

ス
ポ
ー
ツ
や
音
楽
を
楽
し
む
な
ど
、
自

分
に
あ
っ
た
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を
見
つ

け
ま
し
ょ
う
。

●
新
た
な
目
標
や
興
味
が
待
て
る
も
の
を

見
つ
け
る

●
悩
み
を
抱
え
込
ま
な
い

　

友
人
に
会
っ
た
り
、
悩
み
を
話
し
た
り

す
る
こ
と
で
、
心
が
軽
く
な
っ
た
り
、

気
持
ち
が
整
理
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

●
食
生
活
に
気
を
配
る

　

不
規
則
な
生
活
や
、
偏
っ
た
食
事
は
脳

内
の
栄
養
不
足
を
招
き
、
感
情
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
神
経
伝
達
物
質
「
セ
ロ

ト
ニ
ン
」が
不
足
し
が
ち
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ス
ト
レ
ス
に
強
い
身
体
を
作
る

た
め
に
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
Ｂ
１
、
カ
ル

シ
ウ
ム
な
ど
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

●
質
の
良
い
睡
眠
を
と
る

　
「
起
床
・
就
寝
の
時
間
を
整
え
る
」「
夕

食
は
就
寝
２
時
間
前
ま
で
、
入
浴
は
１

時
間
前
ま
で
に
済
ま
せ
る
」「
寝
る
前

に
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
を
見
る
の
は
控

え
る
」
な
ど
の
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け

ま
し
ょ
う
。

▪
も
し
、
５
月
病
だ
と
思
っ
た
ら

　

周
囲
の
方
は
、
否
定
し
た
り
無
理
に
励

ま
し
た
り
せ
ず
に
話
を
聴
き
、
見
守
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
心
の
不
調
は
自
分
で
気

付
き
に
く
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
症
状
が

改
善
し
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
医
療
機
関
へ

の
相
談
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

市役所内
☎23局3515
あつみライフランド
☎33局0386

健康課

● 休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所●☎22局1111（代表）

夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22局2131
診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　

月　日 当直医 電話番号

5月31日（日）

岡田医院 ☎37局0001
まち眼科 ☎22局2710
山本耳鼻咽喉科 ☎24局4100
赤石歯科クリニック ☎23局7300

6月7日（日）
富永医院 ☎23局1316
ふくい眼科 ☎22局5878
小原歯科 ☎25局1139

6月14日（日）
川瀬医院 ☎35局1511
山内歯科医院 ☎23局1525

6月21日（日）
永井医院 ☎22局0227
清栄歯科クリニック ☎33局0657

6月28日（日）
ふれあいばし診療所 ☎29局2500
金田歯科医院 ☎24局1800

月　日 当直医 電話番号

5月3日（日・祝）
かわせ小児科 ☎22局1230
きまた眼科 ☎23局1092
ふくしま歯科医院 ☎37局1182

5月4日（月・祝）
河合医院 ☎22局6133
木村歯科医院 ☎22局0404

5月５日（火・祝）
北山クリニック ☎23局3946
おおかわ歯科 ☎22局4182

5月６日（水・祝）
朽名医院 ☎33局0162
鈴木歯科医院 ☎32局0239

5月10日（日）
第２国見医院 ☎23局2302
森下歯科医院 ☎32局2700

5月17日（日）
藤岡医院 ☎32局1515
花井歯科医院 ☎23局1661

5月24日（日）
國見医院 ☎22局0756
岩瀬歯科医院 ☎22局6677

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く 8：30～ 17：00）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

●インフォメーション
事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

母子健康手帳交付 毎週月曜日（祝日を除く）
13：30 ～ 15：00

田原市役所
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

離乳食教室（前期）
6 月 10 日（水）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター ５～６カ月児とその保護者　※予約制

離乳食講習と保育の話、歯の話など6 月 17 日（水）  9：50 ～ 10：00 あつみライフランド

育児相談
6 月 12 日（金）  9：30 ～ 10：30 田原福祉センター 身体計測、育児・母乳・栄養相談（乳幼児対象）

※母乳相談は生後６カ月まで（原則１回）6 月　1 日（月）  9：00 ～ 10：30 あつみライフランド
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図書館休館日

中央図書館  ☎23局4946 　 tosho@city.tahara.aichi.jp
よ  く  よ  む

5月 ▼7日木、8日金、11日月、18日月、25日月
6月 ▼1日月、8日月、12日金、15日月、22日月

29日月
【特別整理期間】
中央図書館は5月26日火～29日金、赤羽根図書館は6月
2日火～3日水、渥美図書館は6月3日水～5日金まで休館

●中央図書館
　一　般▶5月9日土～6月11日木 「右側に気をつけろ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　左側にも気をつけろ」
　子ども▶～5月24日日 「大地のたんけん」

●赤羽根図書館
　一　般▶5月9日土～6月11日木 「現在　過去　未来」
　子ども▶5月9日土～6月11日木 「はじめてにトライ！」

●渥美図書館
　一　般▶5月9日土～6月11日木 「植物に癒されよう♥」
　子ども▶5月9日土～6月11日木 「みどり」

◎特別整理期間
　図書館では毎年、５月末から６月上旬にかけて「特別整
理期間」という休館日を設けています。本年度は以下の
日程で休館します。

【中央図書館】５月２６日火～５月２９日金
【赤羽根図書館】６月２日火、６月３日水
【渥美図書館】６月３日水～６月５日金
　特別整理期間中は、主に「蔵書点
検」を行います。蔵書点検とは、貸
出中を除いたすべての資料のバー
コードを読み込んで、行方不明に
なっている資料がないかどうか調べ
る、棚卸しです。
　本年度は、約４３万点の資料の
バーコードを読み込む予定です。
　また、資料の配置の変更や、施
設のメンテナンス、カーペットの
殺虫・消毒など、休館中にしかでき
ないさまざまな作業を行います。
　全館同時に休館することはあ
りませんので、各館の休館中には、他の館をご利用いた
だけます。
　期間中も返却ポストに資料を返すことは可能です。
　ご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いします。
▶問合せ先＝中央図書館☎23局4946

　さまざまな疑問・質問に司書がお答えするコーナー
です。

Ｑ．ウグイスは身体のどこを使って鳴くのか。

◎調べるキーワード
「ウグイス」「野鳥」「鳥類」

A．索引からウグイスの項目を
確認したところ該当の記述がみつ
かりませんでした。つぎに目次に
ある「野鳥の鳴き声」のページ
を確認してみると、発声のしくみ
についての記述がみつかりました。鳥類の発声器
官には鳴管（めいかん）と呼ばれる器官があり、
ウグイスの「ホーホケキョ」というさえずりは「ホー
ホ」は吸うとき、「ケキョ」は吐くときの声になり
ます。このように息を吐くときも吸うときも声を
出せるのは鳴管があるからだと書かれています。

◎調べたツール
『日本野鳥大鑑』蒲谷鶴彦・松田道生／共著
小学館　488.2/ ｶ

 『ひみつの王国　評伝石井桃子』
尾崎真理子 / 著　新潮社　
910.26/ ｲｼ

石井桃子といえば児童文学の第一人者。
しかし、ヘンリー・ダーガーを表紙に選
んでいる本書はその表層的イメージを
覆す。

『Oxford Reading Tree』
OXFORD UNIVERSTIY 
PRESS 837.7/ORT1

大人も子どもも楽しみなが
ら、英語を習得できる〝英語
多読″のシリーズ絵本。毎回
オチがあり、とにかく面白い！！

資料の点検作業

複製絵画の入れ替え
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スポーツ課☎２３局3531

2

グー

1

パー

3

❶ボールを右足の指の付
け根部分に置く。

❷左足を上に足を組ん
で、左足の指でゆっくり
グー、パーを１０回程度
繰り返す。

❸足の指の付け根にある
ボールを指先に転がし
て移動させて、②を繰り
返す。

※反対も同様に行い、①
～③を数セット繰り返
す。

朝は足首が硬くなり、足のむくみが取れないといったこと
がよくあります。ボールを使って足底のストレッチをするこ
とで、歩くのが楽になったり、高齢者の転倒防止につな
がります。目覚まし感覚でぜひやってみてください！

目覚めすっきり
！朝の足裏スト

レッチ②

80
Ｑ

「市民の声」紹介
　　　1歳になる子どもがいます。土
日に室内で遊べる場所が田原市内にあ
りますか？

       　　田原児童センターは、土日も開館
しています。就学前のお子さんは、保護者の方
の付き添いがあれば利用できます。親子で自
由に遊ぶほ
か、平日には
未就園のお
子さん向け
の親子リト
ミックなど
も開催して
います。ぜひご利用ください。詳しくは、同ペー
ジの「児童センターにおいでよ！」または、図書
館などで掲示、配布、市ホームページに掲載し
ている児童センターだよりをご覧ください。

▼子育て支援課  ☎23局3513
http://www.city.tahara.aichi.jp/

詳しくは…
◦子育て支援課（市役所内）　☎23局3513
児童センターだよりをご覧ください。
※図書館・緑が浜公園・子育て支援課にあります。

http://www.city.tahara.aichi.jp/life/baby/facility.html

田原児童センター☎23局4761

◉みんなの様子

◦利用対象：0～18歳未満の児童
　　　　　 （小学校入学前の乳幼児は保護者の付き添いが必要）
◦利用時間：午前9時30分～正午、午後1時～5時

5 月のお休み

◦

カードゲームは真剣です

◦

みんなでジェンガ

5月7日木、11日月、
18日月、25日月

児童センターは、幅広
い年齢の子どもたちが
遊ぶ施設です。お互い
に思いやりを持って遊
びましょう。

　田原市地域子育て支援センターは、親子で遊びなが
ら子育ての喜びや悩みを分かち合えるよう子育てのお
手伝いをしています。いつ行ってもいい、いつ帰っても
いい、気軽に利用できる場所を提供しています。育児に
ついて話をしたり、仲間づくりをしたり、親子で一緒に
楽しみませんか？

【開放日】毎週月曜日～金曜日（祝日・お盆期間・年末年
始を除く）※ 毎月 第3水曜日の午後は、休館日です

【時間】午前9時30分～正午、午後1時 ～ 3時30分
※毎日11時15分ごろから手遊び、絵本の
読み聞かせなどがあります。

【対象者】未就園の児童およびその保護者
【利用方法】予約不要（直接お越し下さい）

◆ひまわりルーム◆
（稲場保育園内）

住所：加治町稲場50-1
電話：23局0577

◆なのはなルーム◆
（伊良湖岬保育園内）

場所：小塩津町西原35-1
電話：38局0767

◦

親子リトミック
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●人身29件（52件）
●負傷41人（70人）
●死亡0人（0人）
●物損141件（379件）

●火災3件（7件）
●救急223件（675件）

窃盗犯罪発生件数 火災・救急件数交通事故発生件数

●侵入盗1件（5件）
●乗物盗6件（15件）
●非侵入盗4件　（17件）

※（　）内の数字は平成27年の累計

田原警察署だより 田原警察署　 23局０１１０

 3月

の今月　納税・使用料

5

納期限

固定資産税・都市計画税
（前期・第１期分）

軽自動車税
（全期分）

月6月 1日

◉広報大使「黒ちゃん」スポット広報春バージョン　

　田原警察署では、広報大
使「黒ちゃん」こと黒岩唯一
さんによる、車両などで呼
びかけるためのCD第４弾
春バージョンを作成し、渥
美半島で交通安全・犯罪抑
止を広報パトロールしてい
ます。
◦交通安全スリーＳ運動◦
◦ストップ：赤信号、一時停止場所では必ず停止！
◦スロー：子供や高齢者を見かけたら速度を控える！
◦スマート：思いやりを持ったスマートな運転！
　駐車場では車上ねらいが発生しています。車から
離れるときは、必ずドアロックをし、車内に貴重品
を置かないように気をつけましょう。

　

１
か
ら
４
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
～
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

田
原
市
と
○
○
○
自
動
車
株
式
会
社

と
の
間
で
、
災
害
時
に
お
け
る
支
援
協

力
に
関
す
る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

２　

平
成
25
年
度
の
財
政
書
類
の
1
表

で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
か
か
っ

た
消
費
的
な
支
出
の
内
訳
を
示
す
行
政

コ
ス
ト
○
○
○
○
書
。

３　

ひ
ま
わ
り
ル
ー
ム
・
○
○
○
○
ル
ー
ム

は
、
田
原
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

が
運
営
す
る
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

の
た
め
の
仲
間
づ
く
り
の
場
所
で
す
。

４　

行
政
の
情
報
を
出
前
講
座
で
紹
介
す

る
ほ
ー
も
ん
○
○
○
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な

ど
を
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
の
方
に

「
図
書
カ
ー
ド
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
５
月
20
日
（
水
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
４
月
号
の
答
え
】
は
な
び
え
（
応
募
総

数
53
通
中
、
正
解
53
通
、
当
選
者
の
方
の

み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
寄
せ
ら
れ
た
ご

意
見
な
ど
は
、
関
係
各
課
へ
も
お
伝
え
し

て
い
ま
す
。）

◉
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●宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率
水道メーターボックスの周りは、いつもきれいにしましょう。

［水資源機構調べ］

［田原市調べ］

95.4%

平成17～26年の
過去10年間の平均貯水率

平成27年の貯水率

暖かくなってきました。海で楽しく遊べるよう水質浄化に心がけましょう。
●三河湾の水質調査結果

CＯＤ（㎎/ℓ）

環境基準◎
馬草湾沖・渥美火力
放水口2mg/l以下

環境基準◎
三河港大橋・片浜沖8㎎/ℓ以下

三河港大橋
片浜沖
馬草湾沖
渥美火力放水口

1

2

3

4
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ピースの形を工夫し、
優しい色の絵の具で色
を塗り、富士山の雰囲
気がよく出ています。

評 評
 り　　 ら

いろいろな濃さのピンク
を作り、きれいに色塗り
ができました。明るく楽し
そうな絵になりました。

評 パパとママが大好きなかのんちゃんの優し
い思いが伝わってくる作品です。

　　　　　　　　　　　　  だい  す 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 やさ

評線を描いて色を塗り「ステンドグラス風こい
のぼり」ができました。配色が素敵ですね。

せん　　 か　　　　　 いろ　　  ぬ                                                ふう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はいしょく　　 す  てき

水彩画 水彩画

中山小学校３年

森下莉良さん

大好きなパパとママを描いた
よ。

 

北部保育園

蔵地かのんちゃん（5歳）

線を引くのが難しかったけ
ど、楽しく描けたよ。

北部保育園

花井結仁くん（5歳）

だい  す　　　　　　　　　　　　　　 　　 か

田口
悦子
先生

せん　　  ひ　　　　　　　むず

たの　　　  か

中山小学校６年

天野皓太くん

ゆい　   と

おも　　　　 つた　　　　　　　　　　さくひん

こう  　た

本誌は再生紙を使用しています。

64,382人　総人口

32,521人　男性

31,861人　女性

21,910世帯世帯数

36人出生 71人死亡

298人転入 424人転出

-161人増減

（平成27年3月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１91.12km 2

（平成27年4月1日現在）

※増減は3月中です

本誌は再生紙を使用しています。

▼
例
年
と
比
べ
、

す
っ
き
り
と
し
た

晴
天
の
日
が
恋
し

く
感
じ
た
４
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。特

に
、こ
の
春
か
ら
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
し
た
方
に
と
っ
て
は
こ
の
１
カ

月
の
時
間
の
流
れ
は
、こ
れ
ま
で
以

上
に
早
く
感
じ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。新
し
い
生
活
に
少
し
は

慣
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、油
断
は
禁

物
で
す
。今
号
20
頁
の
ヘ
ル
シ
ー
ナ

の
健
康
応
援
ナ
ビ
で
は
、５
月
病
対

策
の
記
事
が
あ
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。気
分
転
換
は
、農
業

祭
を
は
じ
め
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ

る
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
へ
の
お
出

か
け
を
お
す
す
め
し
ま
す
。（
Ｈ
）

▼「
新
」が
つ
く
人
も
つ
か
な
い
人
も

春
は
何
か
と
緊
張
す
る
季
節
で
す
。

田
原
市
で
は
た
く
さ
ん
の
花
が
栽
培

さ
れ
て
い
ま
す
。疲
れ
た
日
に
は
、花

を
飾
っ
て
愛
で
る
。花
に
癒
さ
れ
る

時
間
は
い
か
が
で
す
か
。（
Ｏ
）

【
表
紙
の
写
真
】満
開
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
畑（
サ
ン

テ
パ
ル
ク
た
は
ら
）
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